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には生後 0-2 日（P0-2）、P 6-8、P 13-15、P 20-22 および成ラットを用
い、ガラス吸引電極を用いて回腸末端および回盲弁付近から電気的活動を




変動、つまり slow waveを示した。slow wave の周期および振幅は P6-8
で 3.54±0.45 秒と 0.17±0.04 mV、P13-15 で 3.05±0.23 秒と 0.17±0.04 





回盲弁付近から slow wave が観察されたが、回腸末端の slow wave に比
べて振幅が小さく、回腸末端から伝播した電位と考えられた。このことか
ら回盲弁付近では slow wave に伴う周期的収縮がないと示唆される。以
上、我々の仮説通り、ラットでは回腸末端部における slow waveのリズム
や大きさが生後しばらく不安定であり、P20-22 までに成熟・安定するこ
とが明らかとなった。この結果は、消化管の収縮と弛緩のリズムや大きさ
が乳幼児期で不安定であることが腸重積の原因の１つであるとした我々
の考え方を支持する。 
 
